
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

剣道部  新人大会 県大会 

(10/29～30 押切川公園体育館) 

☆男子団体戦 ● 只 見 ０－４ 安 積  

☆女子団体戦 ● 只 見 ０－２ 福島西  

ソフトテニス部  新人大会 県大会 

（11/4～11/6 会津総合運動公園)  

☆男子団体戦 ● 只 見 ２－４ 須賀川   

☆女子団体戦 ● 只 見 ０－４ 桜の聖母     

☆男子個人戦                 

● 加藤・山内 ３－４ 蛭田・新開(小高工)  

 

 

卓球部  新人大会 会津地区大会(10/15～16 押切川公園体育館) 

☆男子学校対抗（酒井瑞樹、大石千浩、武田元、鈴木拓真、菊地修斗、五十嵐貴哉、菅家和浩） 

県大会出場 
 

☆女子学校対抗（佐藤有佳、山中愛梨、平野菜央、大塚琴美、菊地優花、五十嵐美咲） 

代表決定戦２回戦敗退 
 

☆男子ダブルス 五十嵐貴哉・菊地修斗組 ベスト 16【県大会出場】 
         

☆女子ダブルス 大塚琴美・菊地優花組  ベスト 16【県大会出場】 
 

 ☆男子シングルス 五十嵐貴哉 ベスト 16【県大会出場】 
 

☆女子シングルス 菊地優花  ベスト 16【県大会出場】 

            ＊県大会は 11／19～20 に会津総合体育館で開催されました。結果は次号に掲載します。 

 

 

陸上競技部 秋季全会津陸上大会(10/29～30 あいづ陸上競技場) 

☆佐藤普士 やり投 34m98cm  7 位 

☆鈴木 翔 1500m 5 分 00 秒 33 

 やり投 31m09cm  8 位 

☆佐藤奈菜 やり投 28m06cm 

☆中山 楓 円番投 28m04cm  3 位 

☆堀越 創 砲丸投 8m02cm   6 位 

      円盤投 14m67cm  6 位 

 

平成２８年１１月２５日 

No．２１３ 

福島県立只見高等学校 

住所 福島県南会津郡只見町 

大字只見字根岸 2358 

電話 0241-82-2148 

http://www.tadami-h.fks.ed.jp/ 

 

http://www.tadami-h.fks.ed.jp/


 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １１月３日(木)に開催された第４６回只見町文化祭に本校生（茶華道部・パソコン部・文化鑑賞愛好会・

生徒会・有志）が参加しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
只見での思い出が増えました 

                ３年 石坂香奈子 

私は、山村教育留学生の活動の一環として参加し、只見高校

ＰＲコーナーで、来場した子どもたちにスタンプラリーを楽し

んでもらいました。景品として配ったお菓子は、留学生の畑で

栽培したサツマイモを材料に焼いた私たちの手作りで、出来も

まあまあ(？)でしたが、ラッピングもかわいらしく工夫しまし

た。子どもたちにも喜んでもらえ、仲間と協力しての楽しい行

事になりました。只見での良い思い出がまたひとつ増えまし

た。 

 

とても良い経験ができました 
１年 目黒明日香 

私は茶華道部の一員としてお手伝いをしました。たくさんの

人が来ていたのでとても緊張しましたが、お菓子とお茶を運ぶ

仕事をがんばりました。喜楽会の方々の御点前を見る事はとて

も勉強になりました。今回の文化祭は私にとって良い経験にな

り、今後もこの経験を活かしてがんばっていきたいです。 

 

第５４回只見町駅伝競走大会に参加して 
教諭 滝沢 日佐人  

 昨年に引き続き只見高校教職員有志 8 名（金子、小田、渡邉、宮城、
坂山、伊藤(健)、滝沢、猪俣）で参加しました。2 年目ということで比
較的スムーズにチームも結成でき、出場者それぞれが校務の合間をぬっ
て練習を重ね、本番に臨みました。特に、前大会は私がブレーキとなり、
襷をつなぐことが出来なかったので、個人的にもこの大会にかける「リ
ベンジ！」という思いは人一倍強かったと思います。 
 結果は、出場 18 チーム中 10 位の健闘。区間 2 位、4 位の素晴らし
い走りを見せた職員、昨年の記録を超えられず悔しい思いをした職員と
完走後の思いはさまざまでしたが、秋晴れの澄みきった空気の中、只見
の自然を肌で感じながら無事走りきることが出来ました。 
 駅伝の魅力は、個人レースでは味わえない、「受け取った襷の重みを
感じながら走れること」です。肩にかけた襷を感じる度に、前の走者が
どのような思いと闘いながら走ったのかが想像でき、そこにはいない他
のメンバーと一緒に走っている感覚を味わうことができるのです。 
 次年度のチームとしての目標は 1 桁入り。保護者の皆様、そして地
域の皆様、沿道での応援本当にありがとうございました。只見高校教職
員はこれからも走り続けます！ 

１０月１６日（日）、第５４回只見町駅伝大会に本校職員チームが出場しました（陸上部チー
ムは残念ながら当日棄権）。沿道でのご声援ありがとうございました。 



  ２学年 修学旅行 

  １学年 職場体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

  

                                                  

                                                 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月８日(火)～11 日(金)、２学年３９名が関西方面に修学旅行に行ってきました。改修工事が終わ

って目映いばかりの姫路城天守と大阪城の石垣のスケールに圧倒されました。京都では、座禅を体験し

て精神統一するとともに着物姿で伏見稲荷大社と清水寺を巡りました。そして京都市内の班別自主研修

では、互いに協同し絆を深めることができました。 

生徒は高校生活最良の思い出が作れたようです。 

11 月 10 日(木)、11(金)の二日間、１学年が町内各事業所で職場体験を実施しました。 

今年度は次の事業所にお世話になりました。 

こぶし苑・たもかく(株)・ティーエヌアイ工業(株)・ひとっ風呂まち湯・美馬建設(株)・(株)季の郷 湯

ら里・美馬生コン(株)・松屋酒店・只見町観光まちづくり協会・只見町役場・只見保育所・朝日保育所・

明和保育所・富士園芸の皆さん、ご協力ありがとうございました。 

仕事において大切なこと 

           １年 武藤 姫子 

 今回の職場体験を通じて、学校だけでは学ぶ

ことができないことを学ぶことができました。

私は富士園芸さんで働かせて頂きました。お客

様に気持ち良く花を買ってもらえるように、よ

り詳しく花の種類を聞き、希望に沿うようにさ

れている店員さんの姿に憧れを感じました。人

に喜んでもらえるために努力することが、仕事

において大切なのだということを学びました。 

 今回学んだ仕事に対する姿勢を将来に活か

していきたいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １２月の行事予定 
 

2日(金) エイズに関する講話【３年】 

3日(土) センタープレテスト【３年】 

     全会津高校冬季剣道大会 

10日(土) 新人地区大会バレーボール競技 

        同 バスケットボール競技 

15日(木) 校内球技大会 

16日(金) 終業式 

19日(月) 冬季休業（～1/10） 

冬季課外 （～12/27） 

28 日(水) 仕事納め 
 

 

 

 

１１月４日、只見町消防団のご協力で第２回

防災避難訓練を実施しました。 

今回は、火災を想定した避難訓練と消火訓練

を実施し、県消防保安課と只見町消防団の目黒

邦友団長より消防団活動についての講話をいた

だきました。 

避難訓練を実施しました 

『頑張ろう只見高校』 
                      只見高校野球部監督 長谷川清之 

 

こんにちは。私は只見高校野球部監督をやらせていた

だいています。野球部を指導して１８年、監督１５年目で

すが、現在部員不足により活動も厳しい状況となっていま

す。１０年ほど前は部員も２６名と紅白戦や練習内容も充 

実していましたが、今は選手９名、マネージャー２名と少人数の活動となっています。

大会や練習試合は、他の部より選手を借りて出場している状況です。野球部としても

半数が山村教育留学生で、１年生に関しては５人全員が留学生です。 

 時代の流れと共に、練習内容や指導方法など色々と変化していますが、少ない人数

でも一人ひとりが出来ることを真剣に取り組み、良い結果につながっていってほしい

ものです。秋の大会は、県大会まで進みましたが初戦敗退。負けて得た課題は多く、

部員一人ひとりが自覚を持ち取り組まなければ改善しないのではと、顧問の先生方と

話しています。 

 部員不足は、各部活動も同様で、生徒数の減少により今後の只見高校への地元生徒

の確保、山村教育留学生の確保が課題とされます。２０２０年には東京オリンピック

が開催され、福島県で野球、ソフトボール競技が行われることになり、野球熱も復活

するかもしれません。 

 今年一年、球場へ応援に駆けつけていただいた保護者、ＯＢ、地域の方々に感謝い

たします。 

 頑張ろう只見高校。 


